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　投稿

子ども医療センター開設から約 1年半における
小児整形外科外来新患患者動向
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＊ 1順天堂大学医学部公衆衛生学大学院研究生　＊ 2同講師　＊ 3同教授

＊ 4自治医科大学とちぎ子ども医療センター小児整形外科助教　＊ 5同教授

目的　医療法が定める三次保健医療圏を担う役割をもつ子ども医療センター（以下，センター）開
設当初からの小児整形外科外来新患患者の状況を分析し，医療供給体制の問題点や小児整形外
科患者の特徴を把握することである。

方法　2006年10月より2008年 3 月までに，センター小児整形外科を受診した外来新患患者474人を
対象とした。診療録にある住所，初診年月日，来院経路，外来患者の年齢，性別，疾患につい
て分析した。

結果　年齢は平均5.8±0.3歳で 0 から23歳までであり，年齢別でみると 0 歳（24.3％）が最も多
かった。 1日当たりの平均初診患者数は26.3人であり，月別にみると，開院より2007年 2 月ま
では月15人以下であったが， 3月より徐々に増え始め，2007年 6 月以降は，しばしば月約40人
の初診患者数となった。居住地を地域別にみると，センターのあるＴ県は373人で全体の
78.7％であった。Ｔ県の二次保健医療圏内でみると，センターがあるＡ医療圏が最も多く196
人（52.5％），次いで隣接する県庁所在地のあるＥ医療圏103人（27.6％）であった。来院経路
は，院外より紹介38.4％，院内より紹介28.3％，紹介なしが33.3％であった。 1年を 4期に分
けて紹介率をみると，62.5％（2007年 7 ～ 9 月）から78.2％（2006年10～12月）の範囲であっ
た。診療科別でみると，整形外科が125人（39.6％）と最も多く，続いて小児科が123人
（38.9％）で，これら 2 科で全体の約80％であった。ICD-10大項目分類による分類をみると，
最も多い疾患はＱ 6（先天奇形，変形及び染色体異常；筋骨格系の先天奇形及び変形：股関節，
足，多指＜趾＞）で118人（24.9％）であった。

考察　今回の分析によって，センター小児整形外科は，疾患の特徴から三次保健医療機関として特
に小児科への啓発と，小児整形外科医療をより効果・効率的に提供するにあたり，季節性を考
慮した医師の配置および疾患の特徴からみた専門性が必要であることが明らかになった。

キーワード　子ども医療センター，小児整形外科，外来患者，新患患者動向

Ⅰ　緒　　　言

　Ｔ県のＪ子ども医療センター（以下，セン
ター）は2006年 9 月19日に開設され，同年10月
に開院した日本で初めての大学併設型の小児専
門病院である。センターは，地域の医療機関と

連携し，高度な障害（先天奇形や変形）を持っ
た小児に対し，より質の高い専門医療を提供す
るなど，医療法が定める三次保健医療圏を担う
役割を持っている。この研究の目的は，セン
ター開設当初からの小児整形外科外来新患患者
の状況分析から，医療供給体制の問題点や小児
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整形外科患者の特徴を把握することである。

Ⅱ　対象と方法

　2006年10月より2008年 3 月までに，センター
小児整形外科を受診した外来新患患者を対象と
し，診療録にある住所，初診年月日，来院経路，
外来患者の年齢，性別，疾患について分析した。
疾患は，ICD-10大項目分類を用いて分類した。
　 統 計 解 析 は，SPSS for Windows Version 
11.0（SPSS，Chicago，IL，USA）を使用した。
　倫理面への配慮としては，個人情報保護法お
よび厚生労働省ガイドラインを遵守し，施設内
倫理委員会で審査し，承諾を受けた。診療録よ
り抜き出したデータは収集時点で匿名化され，
資料の管理は研究責任者が医局部門内で行った。
データは，電子媒体に入力後，外部に接続しな
いコンピュータ内またはUSBメモリ内の，パス
ワードを設定したファイルに記録して保管した。
収集したオリジナル資料は部門内の施錠された
場所に保管した。共同研究機関でも同様に，送
付されたCD-Rは外部に接続しないコンピュー

タのみで使用した。データをコンピュータに移
す際には，ファイルはパスワードで管理し，ま
た，データの格納されたCD-Rは施錠された
キャビネットに保管した。

Ⅲ　結　　　果

　調査期間における外来新患患者数は474人で，
1日当たりの平均初診患者数は26.3人であった。
性別は男223人，女251人であった。年齢は平均
5.8±0.3歳で 0から23歳までであった。年齢別
でみると 0 歳（24.3％）が最も多かった（表
1）。一般に小児科は15歳までであるが，16歳
以上が21人（4.4％）来院していた。
　月別にみると，開院より2007年 2 月までは月
15人以下であったが， 3月より徐々に増え始め，
6月， 7月， 8月，10月そして2008年 1 月には，
月約40人の初診患者数となった（図 1）。
　外来新患患者の居住地を地域別にみると，セ
ンターのあるT県は373人で全体の78.7％，隣
県 2県から82人（17.3％）であった。Ｔ県の二
次保健医療圏1）は図 2に示すとおり，ＡからＥ
の 5つがあり，センターは最も県南のＡ医療圏
にある。県内の医療圏別では，センターがある
Ａ医療圏が最も多く196人（52.5％），次いで隣
接する県庁所在地のあるＥ医療圏103人
（27.6％）であった。
　来院経路は，院外より紹介38.4％，院内より
紹介28.3％，紹介なしが33.3％であった。紹介

表 1　年齢別来院患者数
（単位　人，（　）内％）

患者数

総　数 474 (100.0)
0 歳　 115 ( 24.3)
1 ～ 3  95 ( 20.0)
4 ～ 6  72 ( 15.2)
7 ～ 9  65 ( 13.7)
10～12  47 (  9.9)
13～15  59 ( 12.5)
16～18  16 (  3.4)
19～21   4 (  0.8)
22～23   1 (  0.2)
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図 1　初診月別患者数 D31人(8.3％)
小児人口57,950人

小児人口100,151人

Ｊ子ども医療センター

県庁所在地
E103人(27.6％)

A196人(52.5％)

C17人(4.6％)

B26人(7.0％)

小児人口28,575人

小児人口39,099人
小児人口71,847人

図 2　Ｔ県二次保健医療圏別患者数
平成20年10月 1 日現在

注　小児人口は15歳以下である。
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なしの外来新患患者すべてが，どこの医療機関
にも受診せずに直接来院していた。 1年を 4期
に分けて紹介率をみると，院外は33.0％（2007
年10～12月）から48.2％（2008年 1 ～ 3 月）の
範囲にあり，院内からは16.5％（2008年 1 ～ 3
月）から31.3％（2006年10～12月）の範囲に
あった（表 2）。
　来院経路を診療科別でみると，整形外科が
125人（39.6％）と最も多く，続いて小児科が
123人（38.9％）で，これら 2 科で全体の約
80％であった。院内外別では，院外では整形外
科が125人（68.7％）で最も多く，院内では，
小児科が108人（80.6％）と最も多かった（表
3）。年齢別にみると，院外紹介では， 0 歳が
最も多く，33.0％を占めていた。16歳以上は，
院内紹介が最も多く11人，次いで院外紹介 5人，
紹介なしが 5人であった（図 3）。
　疾患をICD-10大項目分類でみると，最も多
い疾患はＱ 6（先天奇形，変形及び染色体異
常；筋骨格系の先天奇形及び変形：股関節，足，
多指＜趾＞，以下Ｑ 6）で118人（24.9％），次
にＭ 2（筋骨格系及び結合組織の疾患；関節障
害：その他，以下Ｍ 2）が87人（18.4％），Ｍ
4（筋骨格系及び結合組織の疾患；脊柱障害：
変形性脊柱障害，脊柱障害，以下Ｍ 4）が49人
（10.3％）であった（表 4）。年齢別にみると，
0 歳ではＱ 6 が最も多く78人（67.8％）， 1 ～
3 歳ではＭ 2 が最も多く42人（44.2％）， 4 ～
6 歳ではＱ 6 とＭ 2 が多く，それぞれ10人
（13.9％）， 7 ～ 9 歳ではＭ2，Ｍ4，Ｑ 6 が多
く，それぞれ 9 人（13.9％），10～12歳，13～
15歳ではＭ 4 が最も多く，それぞれ12人

（25.5％），13人（22.0％）であった（表 4）。
院内院外紹介別にみても，同じ傾向であった。

Ⅳ　考　　　察

　少子化が進む中，整形外科医の中でも小児整
形外科を専門とする医師が年々減少し，そのた
め高度な障害（先天奇形や変形）を持った小児
は，全国に17施設しかない小児整形外科のある
小児病院まで診療に行かなくてはならなくなっ
た2）。今までT県は質の高い小児専門医療を提
供する小児医療センターがなかったため，2006
年 9 月にＪ子ども医療センターが開設された。
外来新患患者状況からは，医療計画の趣旨に
沿って医療が提供されているか，また，疾患別
患者数，地域別患者数から，その地域の小児整
形外科疾患の特徴を得ることができる。しかし，
今日までこのような専門病院における外来患者

表 2　期間別紹介患者数
（単位　人，（　）内％）

総数
紹介あり

紹介なし
院外より 院内より

総　　数 474 182(38.4) 134(28.3) 158(33.3)
2006年10～12月 32 15(46.9) 10(31.3) 7(21.9)
2007年 1 ～ 3 月 47 17(36.2) 17(36.2) 13(27.7)
　　　 4～ 6月 103 38(36.9) 32(31.1) 33(32.0)
　　　 7～ 9月 104 37(35.6) 28(26.9) 39(37.5)
　　　10～12月 103 34(33.0) 33(32.0) 36(35.0)
2008年 1 ～ 3 月 85 41(48.2) 14(16.5) 30(35.3)

図 3　年齢別来院経路
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表 3　診療科別紹介患者数　
（単位　人，（　）内％）

総数 院外 院内

総数 316(100.0) 182(100.0) 134(100.0)
整形外科 125( 39.6) 125( 68.7) ‒(  -  ) 
小児科 123( 38.9) 15(  8.2) 108( 80.6) 
産婦人科 16(  5.1) 15(  8.2) 1(  0.7) 
内科 15(  4.7) 15(  8.2) -(  -  ) 
脳神経外科 10(  3.2) 1(  0.6) 9(  6.7) 
検診 5(  1.6) 5(  2.7) -(  -  ) 
形成外科 5(  1.6) 1(  0.6) 4(  3.0) 
外科 4(  1.3) 4(  2.2) -(  -  ) 
移植外科 4(  1.3) -(  -  ) 4(  3.0) 
小児外科 4(  1.3) -(  -  ) 4(  3.0) 
精神科 2(  0.6) -(  -  ) 2(  1.5) 
皮膚科 1(  0.3) -(  -  ) 1(  0.7) 
リハビリテーション科 1(  0.3) -(  -  ) 1(  0.7) 
整骨院 1(  0.3) 1(  0.6) -(  -  ) 
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表 4　年齢別疾患別

ICD-10大項目分類 総数 0歳 1～ 3 4 ～ 6

総　数 474(100.0) 115(100.0) 95(100.0) 72 (100.0)

C 新生物
9 リンパ組織，造血組織及び関連組織の悪性新生物：白血病 1(  0.2) ‒(  ‒  ) 1(  1.1) ‒ (  ‒  )

D 新生物
1 良性新生物：骨及び関節軟骨 4(  0.8) ‒(  ‒  ) 1(  1.1) 2 (  2.8)
2 良性新生物：結合組織及びその他の軟部組織 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) 1 (  1.4)
4 性状不詳または不明の新生物 9(  1.9) 1(  0.9) 3(  3.2) 1 (  1.4)

E 内分泌，栄養及び代謝疾患
3 その他の内分泌腺障害 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )

F 精神及び行動の傷害
4 神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害 2(  0.4) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )

G 神経系の疾患
5 神経，神経根及び神経叢の障害 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )
8 脳性麻痺及びその他の麻痺性症候群 1(  0.2) ‒(  ‒  ) 1(  1.1) ‒ (  ‒  )
9 神経系のその他の障害 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )

H 眼及び付属器の疾患
5 眼筋，眼球運動，調節及び屈折の障害 1(  0.2) ‒(  ‒  ) 1(  1.1) ‒ (  ‒  )

L 皮膚及び皮下組織の疾患
0 皮膚及び皮下組織の感染症 2(  0.4) 1(  0.9) ‒(  ‒  ) 1 (  1.4)
6 皮膚付属器の障害 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )

M 筋骨格系及び結合組織の疾患
0 関節障害：感染性，炎症性多発性 8(  1.7) 4(  3.5) 2(  2.1) ‒ (  ‒  )
1 関節障害：炎症性多発性，関節症 18(  3.8) 7(  6.1) 1(  1.1) 3 (  4.2)
2 関節障害：その他 87( 18.4) 12( 10.4) 42( 44.2) 10 ( 13.9)
3 全身性結合組織障害 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )
4 脊柱障害：変形性脊柱障害，脊柱障害 49( 10.3) ‒(  ‒  ) 4(  4.2) 4 (  5.6)
5 脊柱障害：その他 27(  5.7) ‒(  ‒  ) 1(  1.1) 2 (  2.8)
6 軟部組織障害：筋障害，滑膜及び腱の障害 13(  2.7) 2(  1.7) 5(  5.3) 1 (  1.4)
7 軟部組織障害：その他 6(  1.3) 1(  0.9) ‒(  ‒  ) 1 (  1.4)
8 骨障害及び軟骨障害：骨の密度及び構造の障害，その他 12(  2.5) ‒(  ‒  ) 1(  1.1) 4 (  5.6)
9 軟骨障害 18(  3.8) 1(  0.9) 1(  1.1) 5 (  6.9)

P 周産期に発生した病態
1 出産外傷 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )

Q 先天奇形，変形及び染色体異常
0 神経系の先天奇形 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )
6 筋骨格系の先天奇形及び変形：股関節，足，多指＜趾＞ 118( 24.9) 78( 67.8) 16( 16.8) 10 ( 13.9)
7 筋骨格系の先天奇形及び変形：合指＜趾＞，その他 18(  3.8) 5(  4.3) 5(  5.3) 3 (  4.2)
8 その他の先天奇形 3(  0.6) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )
9 染色体異常，他に分類されないもの 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )

R 症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの
0 循環器系及び呼吸器系に関する症状及び徴候 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) 1 (  1.4)
2 神経系及び筋骨格筋系に関する症状及び徴候 13(  2.7) ‒(  ‒  ) 3(  3.2) 7 (  9.7)

S 損傷，中毒及びその他の外因の影響
0 頭部損傷 2(  0.4) 1(  0.9) 1(  1.1) ‒ (  ‒  )
1 頸部損傷 6(  1.3) ‒(  ‒  ) 1(  1.1) 3 (  4.2)
2 胸部＜郭＞損傷 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )
3 腹部，下背部腰椎及び骨盤部の損傷 2(  0.4) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )
4 肩及び上腕の損傷 8(  1.7) 1(  0.9) ‒(  ‒  ) 2 (  2.8)
5 肘及び前腕の損傷 14(  3.0) ‒(  ‒  ) 2(  2.1) 5 (  6.9)
6 手首及び手の損傷 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )
7 股関節部及び大腿の損傷 8(  1.7) 1(  0.9) ‒(  ‒  ) 3 (  4.2)
8 膝及び下腿の損傷 1(  0.2) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) ‒ (  ‒  )
9 足首及び足の損傷 4(  0.8) ‒(  ‒  ) ‒(  ‒  ) 2 (  2.8)

T 損傷，中毒及びその他の外因の影響
1 部位不明の損傷 6(  1.3) ‒(  ‒  ) 2(  2.1) 1 (  1.4)

分類不能 1(  0.2) ‒(  ‒  ) 1(  1.1) ‒ (  ‒  )
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調査として，精神科，口腔外科
では報告されているが，整形外
科における報告はほとんどみら
れない3）-8）。今回の分析は，県
としての小児整形外科医療供給
体制やセンターの今後のあり方
などを検討するためには必要不
可欠と考える。
　来院患者の居住地からは，県
北からの来院が少ない傾向にあ
り，これは，センターが県南に
位置していることが影響してい
ると考えられた。また，小児人
口（15歳以下）は県庁所在地の
あるＥ医療圏が最も多いにもか
かわらず，来院患者割合は
27.6％にとどまった。E医療圏
とA医療圏の疾患の傾向が同等
であることから，交通の利便性
やセンターについて広報不足が
考えられる。
　月別の外来新患患者数では，
夏休みと冬休みのある 7月， 8
月， 1月に来院する傾向がみら
れ，これは患者が小児であり，
かつ疾患分類から慢性疾患が多
いためと考えられた。
　来院経路は，紹介率は高くな
く（66.7％），直接来院者も少
なからずいることから，特定機
能病院として，今後紹介率を高
める必要がある。紹介状なしに
よる受診について，センターが
三次保健医療機関として紹介制
であることを啓発する必要があ
ると考えられた。院外紹介は，
年齢からは 0歳と 7～12歳が多
く，これは 4カ月股関節検診と
学校検診のためと考えられた。
疾病分類からは，Ｑ 6において，
一次医療機関としては小児科へ
の来院が考えられるが，今回の
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分析では，整形外科よりも少ないことから，今
後，院外の小児科医への情報提供が必要と考え
られた。
　患者の年齢では，小児を標ぼうしていること
から平均年齢5.8歳で，たとえ紹介状がなくて
も低年齢層が受診していた。しかし，16歳以上
で来院した患者すべてが，先天性神経筋疾患の
患者であり，特定の医師に対して紹介がなされ
て来院した可能性がある。小児医療を専門とし
ていても，疾患を専門として診る医師が存在し
ている限り，今後も新たな小児以外の患者の来
院の可能性がある。特定の医師を指名して来院
してくる小児以外の患者の取り扱いと，その後
小児整形外科でフォローアップを図っていくべ
きか検討が必要と考えられた。
　疾患別患者数ではＱ 6，Ｍ 2，Ｍ 4が多く，
年齢別疾患別患者数でみると，低年齢ではＱ 6
が多く，年齢が高くなるにしたがって，Ｍ 2，
Ｍ 4の頻度が増える傾向にあった。これは低年
齢ではＱ 6に分類される先天性股関節脱臼，先
天性内反足などの先天性疾患が多く，年齢が高
くなるにしたがってＭ 2に分類される内反膝，
Ｍ 4に分類される特発性側弯症などの発生頻度
が高くなるためと考えられた。また，藤巻ら3）

の報告では，整形外科外来初診患者は，急性疾
患である外傷が47％と最も多く約半数を占めて
いたが，今回の調査では主に先天性股関節脱臼，
先天性内反足などのＱ 6，内反膝などのＭ 2，
特発性側弯症などのＭ 4といった小児の高度障
害である慢性疾患が多かった。これは高度医療
を供給する機関としての役割が果たせていると
考えられた。先天奇形や変形を扱うことが多い
ことから，医療供給者側としては，先天奇形や
変形の医療に対する知識や治療技術を深める必
要があることが考えられた。

Ⅴ　結　　　論

　今回の分析によって，センター小児整形外科
が三次保健医療機関としての機能を果たすため
には，小児科からの紹介率を高めること，来院
者が少なかった医療圏を中心に，利便性などの
調査と検討が必要であることがわかった。三次
保健医療機関としての小児整形外科医療をより
効果・効率的に供給するにあたっては，季節性
を考慮した医師の配置および疾患の特徴からみ
た専門性が必要であることが明らかになった。
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